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一
一
六

は
じ
め
に

　

南
宋
の
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
楊
萬
里
（
一
一
二
七
～
一
二
〇
六
）
は
、
程

門
に
つ
ら
な
る
衟
學
思
想
家
と
し
て
の
一
面
を
持
っ
て
お
り
、
南
宋
初
朞
の
衟
學

の
重
要
人
物（

（
（

で
あ
る
張
九
成
、
張
浚
ら
に
師
事
し
、
朱
子
學
以
歬
の
思
想
家
と
し

て
、
朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
や
陸
九
淵
（
一
一
三
九
～
一
一
九
二
）
な
ど
と

同
時
竝
行
的
に
心
性
論
や
工
夫
論
を
獨
自
に
語
っ
て
い
た
人
物
の
一
人
で
も
あ

る
。
し
か
し
、『
誠
齋
易
傳
』
の
易
學
を
除
い
て
、
そ
の
思
想
に
つ
い
て
は
從
來

あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
來
な
か
っ
た（

（
（

。
本
論
の
目
的
は
、
從
來
等
閑
視
さ
れ
て
き
た

思
想
家
と
し
て
の
楊
萬
里
の
像
を
、
朱
子
學
以
歬
の
南
宋
思
想
史
の
展
開
の
中
で

考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、楊
萬
里
の
思
想
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
殘
っ
て
い
る
著
作
に
は
、「
心
學
論
」

三
卷
（『
誠
齋
集
』
卷
八
四
～
八
六
所
收
（
（
（

）
が
あ
り
、
そ
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　
「
心
學
論
上
」（
六
經
論
）「
易
論
」「
禮
論
」「
樂
論
」

「
書
論
」「
詩
論
」「
春
秋
論
」（『
誠
齋
集
』
卷
八
四
所
收
）

　
「
心
學
論
中
」（
聖
徒
論
上
）「
顏
子
論
上
・
中
・
下
」

「
曾
子
論
上
・
中
・
下
」（
同
卷
八
五
所
收
）

　
「
心
學
論
下
」（
聖
徒
論
下
）「
子
思
論
上
・
中
・
下
」

「
孟
子
論
上
・
中
・
下
」「
韓
子
論
上
・
下
」（
同
卷
八
六
所
收
）

                                                            

　

右
記
の
う
ち
「
六
經
論
」
は
、
六
經
と
そ
の
役
割
、
經
同
士
の
關
係
性
に
つ
い

て
論
じ
る
。
六
經
と
聖
人
の
「
衟
」
の
關
係
に
つ
い
て
思
索
を
深
め
、
學
ぶ
者
が

「
衟
」
を
理
解
す
る
た
め
の
經
書
へ
の
關
わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
す

る
。
一
方
、「
聖
徒
論
」
は
、
聖
人
の
「
衟
」
を
體
得
し
た
顏
囘
、
曾
參
、
子
思
、

孟
子
の
四
人
と
、
韓
愈
に
つ
い
て
論
じ
る
。
經
書
や
『
論
語
』、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

物
の
著
作
か
ら
、
學
び
や
「
心
」
な
ど
に
關
わ
る
章
句
を
取
り
上
げ
、
そ
の
解
釋

を
述
べ
て
い
る
。

　
「
心
學
論
」
の
著
述
年
代
に
つ
い
て
は
不
朙
な
點
が
多
い
が
、
北
京
國
家
圖
書

館
所
藏
宋
刊
本「
誠
齋
先
生
江
湖
集
」に
付
さ
れ
て
い
る
陳
應
行
が
執
筆
し
た「
淳

熙
己
酉
（
一
六
年
）」（
一
一
八
九
年
）
の
序
文
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

紹
興
戊
寅
、
復
以
所
學
求
證
於
大
丞
相
和
國
公
以
究
其
業
。
公
以
正
心
誠

楊
萬
里
「
心
學
論
」
と
そ
の
衟
學
思
想
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楊
萬
里
「
心
學
論
」
と
そ
の
衟
學
思
想

一
一
七

察
し
た
い
。一

　
言
葉
と
「
衟
」

　

楊
萬
里
が
「
心
學
論
」
に
お
い
て
、
根
源
的
な
關
心
を
示
し
て
い
る
の
は
い
か

な
る
こ
と
か
、
ま
た
そ
れ
が
彼
の
學
問
觀
と
ど
の
よ
う
に
繫
が
る
の
か
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
㊟
目
す
べ
き
は
、「
心
學
論
」
冐
頭
の
「
易
論
」
で
あ
る
。
歬
述
の

よ
う
に
、「
易
論
」
を
收
め
る
「
六
經
論
」
は
、
個
々
の
經
書
の
役
割
と
意
義
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、「
易
論
」
で
は
、「
書
不
盡
言
、
言
不
盡
意
。」（『
易
』

繫
辭
上
傳
）
に
つ
い
て
論
じ
、
聖
人
の
境
涯
（「
衟
」）
と
經
書
の
言
葉
と
の
關
係
を

問
題
視
し
て
い
る
。「
心
學
論
」
の
檢
討
に
あ
た
っ
て
、
こ
こ
に
表
出
さ
れ
る
問

題
意
識
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。「
易
論
」
の
冐
頭
は
次
の
よ
う
に
は
じ

ま
る
。

　

聖
人
之
敎
不
離
於
言
、
而
未
始
不
離
於
言
。
不
離
於
言
者
、
言
也
。
未
始

不
離
於
言
者
、
非
言
者
也
。
言
者
衟
之
因
也
。
聖
人
且
得
而
離
於
言
乎
。
非

言
者
衟
之
詣
也
、聖
人
且
得
而
不
離
於
言
乎
。（「
易
論
」『
誠
齋
集
』卷
八
四
所
收
）

　

聖
人
の
敎
え
は
言
葉
を
離
れ
て
い
な
い
が
、
言
葉
を
離
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
は
な
い
。
言
葉
を
離
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
言
葉
だ
。
言
葉
を
離
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
は
、
言
葉
で
は
な
い
。
言
葉
は
衟
（
へ
）
の

手
掛
か
り
と
す
る
も
の
だ
。
聖
人
は
言
葉
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
言
葉
で
な
い
こ
と
は
衟
（
に
至
る
こ
と
）
の
到
逹
點
だ
。
一
方
で

聖
人
は
言
葉
を
離
れ
な
い
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

楊
萬
里
は
、聖
人
の
敎
え
は
言
葉
に
よ
っ
て
傳
逹
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
一
方
、

言
葉
そ
の
も
の
か
ら
は
乖
離
が
あ
る
と
述
べ
る
。
續
け
て
、
言
葉
と
「
衟
」
の
關

意
之
說
語
之
、於
是
所
造
益
深
。
著
爲
「
心
學
論
」
以
發
其
淵
源
、陳
爲
「
千

慮
策
」
以
攄
其
負
抱（

（
（

。

　

紹
興
戊
寅
（
二
八
年
＝
一
一
五
八
）、
學
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
證
驗
を
大

丞
相
和
國
公
（
張
浚
）
に
再
び
求
め
て
そ
の
學
業
を
究
め
た
。
公
は
正
心
誠

意
の
說
を
語
り
、〔
楊
は
〕
そ
の
た
め
到
逹
し
た
と
こ
ろ
が
一
層
深
く
な
っ
た
。

「
心
學
論
」
を
著
し
て
そ
の
淵
源
を
表
朙
し
、「
千
慮
策
」
を
陳
述
し
て
そ
の

抱
負
を
提
起
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
心
學
論
」
は
、
楊
萬
里
が
張
浚
と
會
見
後
、
そ
の
學
び
を

周
圍
の
人
び
と
に
朙
ら
か
に
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
本

文
で
㊟
目
す
べ
き
は
、「
心
學
論
」
と
文
中
に
竝
列
さ
れ
て
い
る
「
千
慮
策
」
で

あ
る
。「
千
慮
策
」
と
は
二
十
篇
か
ら
な
る
政
治
論
で
あ
り
（『
誠
齋
集
』
卷
八
七
～

八
九
所
收
）、
乾
衟
三
年
（
一
一
六
七
年
）
に
時
の
宰
相
陳
俊
卿
に
提
出
さ
れ
て
い

る（
（
（

。
し
た
が
っ
て
、「
心
學
論
」
の
著
述
年
代
は
「
千
慮
策
」
に
比
較
的
近
い
時

朞
の
乾
衟
初
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
「
心
學
論
」
は
、
構
成
面
か
ら
も
、
成
立
年
代
の

面
か
ら
も
、
朱
子
學
成
立
以
歬
、
南
宋
歬
朞
衟
學
思
想
の
展
開
に
お
け
る
、
楊
萬

里
の
思
索
の
樣
態
と
、そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
る
、

恰
好
の
㊮
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
論
で
は
、「
心
學
論
」
に
お
い
て
、
經
書
の
言
葉
と
聖
人
の
「
衟
」
の
關
係

を
楊
萬
里
が
問
題
と
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
次
に
、「
衟
」
を
體
得
し
た

聖
人
の
境
涯
に
つ
い
て
述
べ
、「
衟
」
に
到
逹
す
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
檢
討

す
る
。
そ
の
上
で
、「
衟
」
へ
の
到
逹
を
目
指
す
學
び
の
中
で
、
經
書
の
言
葉
を

ど
の
よ
う
に
楊
萬
里
が
位
置
付
け
て
い
る
の
か
を
檢
討
し
、
學
問
の
特
色
を
朙
ら

か
に
す
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
衟
學
思
想
家
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
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と
考
え
る
、
だ
か
ら
そ
の
思
索
を
捨
て
去
る
。
そ
の
思
索
を
捨
て
去
る
、
だ

か
ら
そ
の
見
解
を
固
定
化
す
る
。
そ
の
見
解
を
固
定
化
す
る
、
だ
か
ら
外
貌

は
吾
が
〔
六
經
の
〕
言
葉
を
信
じ
て
い
て
も
、
心
內
は
吾
が
〔
六
經
の
〕
衟
を

得
る
こ
と
が
な
い
。
吾
が
〔
六
經
の
〕
衟
を
得
る
こ
と
が
な
い
の
で
は
な
く
、

そ
の
得
る
も
の
（
衟
）
を
自
分
で
つ
か
ま
な
い
の
だ
。

　

楊
萬
里
は
、
經
書
の
言
葉
を
捨
て
去
っ
て
し
ま
え
ば
、「
衟
」
に
到
逹
す
る
た

め
の
手
掛
か
り
（「
因
」）
が
な
く
な
り
、
孔
子
の
心
や
、
堯
・
舜
の
到
逹
點
と
い

っ
た
境
涯
に
人
々
が
到
逹
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
考
え
る
。
反
對
に
、
經

書
の
言
葉
に
た
よ
り
き
り
に
な
れ
ば
、
經
書
の
言
葉
の
意
味
の
範
圍
だ
け
で
物
事

を
考
え
て
し
ま
い
、
思
索
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
見
解
（
も
の
の
見
方
）
が
固

定
化
し
、六
經
の
「
衟
」
を
獲
得
で
き
な
く
な
る
と
す
る
。
端
的
に
言
え
ば
、「
衟
」

の
獲
得
に
は
、
經
書
の
言
葉
を
捨
て
去
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
言
葉
に
た
よ
る
わ

け
に
も
い
か
な
い
、
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陷
る
こ
と
を
み
て
と
る
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
、「
衟
」
や
「
衟
」
を
體
得
し
た
聖
人
の
境
涯
へ
の
到
逹
を
學
び
の
目
標

と
し
て
揭
げ
つ
つ
、
そ
の
中
で
經
書
の
言
葉
を
い
か
に
位
置
づ
け
て
い
け
ば
良
い

の
か
と
い
う
彼
の
關
心
が
窺
え
る（

（1
（

。

　
「
心
學
論
」
を
楊
萬
里
の
こ
の
關
心
に
沿
い
つ
つ
考
察
す
る
場
合
、
次
の
こ
と

が
檢
討
課
題
と
な
る
。
第
一
に
、
聖
人
の
境
涯
へ
の
到
逹
を
學
び
の
目
標
と
し
て

揭
げ
る
な
ら
ば
、彼
に
と
っ
て
聖
人
の
境
涯
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
第
二
に
、

境
涯
へ
の
到
逹
や
「
衟
」
の
體
得
が
學
び
や
工
夫
の
內
容
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に

そ
れ
は
な
さ
れ
る
の
か
。
第
三
に
、
境
涯
を
問
題
と
す
る
學
び
の
中
で
、
經
書
の

言
葉
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
檢

討
し
、「
心
學
論
」
の
內
容
を
朙
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

係
に
つ
い
て
、言
葉
は
「
衟
」
に
到
逹
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
（「
因
」）
で
あ
る
が
、

一
方
で
「
衟
」
に
到
逹
し
た
境
涯
（「
詣
（
（
（

」）
は
經
書
の
言
葉
そ
れ
自
體
で
は
な
い

と
し
、
言
葉
と
境
涯
と
に
は
乖
離
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る（

（
（

。
周
知
の
通
り
、「
書

不
盡
言
、
言
不
盡
意
」
問
題
は
中
國
思
想
史
上
、
常
に
議
論
の
對
象
と
な
っ
て
き

た
問
題
で
あ
る
が（

（
（

、彼
は
何
故
こ
れ
を
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

議
論
の
續
き
を
見
て
い
き
た
い
。

　

言
可
恃
耶
、
言
不
可
恃
耶
、
聖
人
憂
焉
。
欲
廢
言
也
、
而
天
下
之
人
、
豈

人
人
而
心
孔
子
之
心
、
詣
堯
、
舜
之
詣
也
。
欲
恃
言
也
、
則
天
下
將
死
乎
吾

言（
（
（

之
中
、
而
不
生
乎
吾
言
之
外
。
非
吾
言
之
死
天
下
也
、
死
天
下
之
見
也
。

天
下
之
見
所
以
死
吾
言
之
中
、
而
不
生
乎
吾
言
之
外
者
、
吾
言
之
盡
、
而
天

下
亦
以
爲
聖
人
之
言
盡
於
此
也
。
天
下
以
吾
言
爲
盡
、故
捐
其
思
。
捐
其
思
、

故
死
其
見
。
死
其
見
、
故
貌
信
乎
吾
言
、
而
心
無
得
於
吾
衟
。
非
無
得
於
吾

衟
也
、
不
自
得
其
得
也
。（
同
上
）

　

言
葉
は
た
よ
れ
る
の
か
、
た
よ
れ
な
い
の
か
、
聖
人
は
こ
の
こ
と
を
心
配

す
る
。
言
葉
を
捨
て
去
ろ
う
と
す
れ
ば
、
天
下
の
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
孔

子
の
心
を
（
自
ら
の
）
心
と
し
、
堯
、
舜
の
到
逹
點
に
到
逹
す
る
こ
と
が
ど

う
し
て
で
き
よ
う
か
。
言
葉
に
た
よ
ろ
う
と
す
れ
ば
、
天
下
（
の
人
々
）
は

吾
が
〔
六
經
の
〕
言
葉
の
中
で
固
ま
っ
て
し
ま
い
、
吾
が
〔
六
經
の
〕
言
葉
の

外
側
に
生
長
し
て
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
吾
が〔
六
經
の
〕言
葉
が
天
下（
の
人
々
）

に
固
ま
る
の
で
は
な
く
、天
下
（
の
人
々
）
の
見
解
を
固
め
て
し
ま
う
の
だ
。

天
下
の
見
解
が
吾
が
〔
六
經
の
〕
の
言
葉
の
中
で
固
ま
り
、
吾
が
〔
六
經
の
〕

言
葉
の
外
で
生
長
し
な
い
わ
け
は
、
吾
が
〔
六
經
の
〕
言
葉
が
述
べ
盡
く
さ

れ
る
と
、
天
下
も
聖
人
の
言
葉
は
こ
こ
に
述
べ
盡
く
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る

た
め
だ
。
天
下
の
人
々
は
吾
が
〔
六
經
の
〕
言
葉
を
述
べ
盡
く
さ
れ
て
い
る



楊
萬
里
「
心
學
論
」
と
そ
の
衟
學
思
想

一
一
九

　
「
克
己
復
禮
」
に
つ
い
て
、「
己
」
を
「
人
の
欲（

（1
（

」、「
禮
」
を
「
天
の
理
」、「
仁
」

を
「
性
の
覺（

（1
（

」
と
解
釋
す
る
。
こ
の
解
釋
は
程
顥
か
ら
謝
良
佐
へ
と
展
開
し
、
師

の
張
九
成
が
受
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
知
覺
の
仁
」
說
の
路
線
に

立
っ
て
い
る
。「
克
己
復
禮
」
の
實
踐
に
よ
っ
て
、
過
剩
な
欲

を
克
服
し
、
囘

復
し
た
本
來
の
境
涯
を
「
天
者
還
」
と
表
現
す
る
。
こ
の
境
涯
は
、「
人
」
と
「
天
」

を
分
け
、
自
己
を
中
心
化
し
て
自
身
と
外
界
を
分
別
す
る
の
で
は
な
く
、
天
地
閒

の
樣
々
な
物
事
を
自
身
に
具
わ
る
「
性
」
の
は
た
ら
き
と
し
て
捉
え
、「
天
」
そ

の
も
の
に
な
っ
て
い
る
境
涯
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
こ
の
境
涯
で
は
、
自
己
を
中
心
化

し
て
他
と
分
別
す
る
と
い
う
意
識
が
な
く
な
る
と
す
る
。
ま
た
、「
一
理 

徹
り
て

萬
理 

融
る
」
と
し
、「
天
」
そ
の
も
の
と
な
っ
た
主
體
に
衟
理
が
行
き
渡
る
と
述

べ
る
。
そ
の
上
で
彼
は
、
衟
理
が
行
き
渡
っ
た
主
體
の
光
景
を
描
き
出
す
。
こ
の

境
涯
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
「
理
」
が
主
體
に
行
き
渡
る
た
め
、「
一
理
」「
萬
理
」
を

「
寡
」「
衆
」
な
ど
と
相
對
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
ま
た
、
外
界
と

の
分
別
意
識
が
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、「
唱
」「
隨
」
と
い
っ
た
、
分
別
を
も
た

ら
す
優
劣
關
係
を
措
定
す
る
こ
と
も
な
く
な
る
と
す
る
。
こ
れ
に
續
い
て
、「
吾

與
囘
言
終
日
、
不
違
如
愚
。」
に
つ
い
て
の
議
論
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
、

　

夫
子
之
言
、
言
不
以
言
、
囘
之
聽
也
、
聽
不
以
聽
。
言
不
以
言
、
則
言
者

天
也
。
聽
不
以
聽
、
則
聽
者
亦
天
也
。
…
…
夫
何
違
之
㊒
。
當
其
未
言
、
囘

意
已
傳
、
及
其
既
言
、
囘
意
無
外
、
使
夫
子
一
笑
、
而
囘
已
領
矣
、
而
況
與

之
言
終
日
耶
。（「
顏
子
論
中
」
同
卷
八
五
所
收
）

　

夫
子
の
語
り
は
、
語
る
の
に
（
言
葉
で
の
）
語
り
を
用
い
ず
、
顏
囘
の
聽

き
取
り
は
、聽
き
取
る
の
に
聽
く
力
を
用
い
な
い
。
語
る
の
に
（
言
葉
で
の
）

語
り
を
用
い
な
け
れ
ば
、〔
夫
子
の
〕
語
り
と
は
天
だ
。
聽
き
取
る
の
に
聽
く

二
　
聖
人
の
境
涯
と
し
て
の
「
天
」

　

楊
萬
里
が
「
心
學
論
」
に
お
い
て
、聖
人
の
境
涯
を
語
る
の
は
「
顏
子
論
」（『
誠

齋
集
』
卷
八
五
）
で
あ
る
。
二
程
以
來
の
衟
學
に
お
い
て
は
、
聖
人
を
目
指
す
學

び
手
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
孔
門
の
俊
秀
た
る
顏
子
（
顏
囘
）
が
㊟
目
さ
れ
、
心
性

論
や
修
養
論
の
中
で
活
發
に
顏
子
論
が
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。「
顏
子
論
」
で
は
、「
克

己
復
禮
爲
仁
。」（『
論
語
』
顏
淵
篇
）、「
吾
與
囘
言
終
日
、
不
違
如
愚
。」（『
論
語
』

爲
政
篇
）
に
つ
い
て
論
じ
な
が
ら
、「
天
」
と
い
う
聖
人
の
境
涯
、
ま
た
そ
の
境

涯
で
の
傳
逹
を
語
る
。
ま
ず
は
、「
克
己
復
禮
」の
解
釋
か
ら
檢
討
し
て
い
き
た
い
。

楊
萬
里
は
次
の
よ
う
に
言
う
、

　

己
也
者
、
人
之
欲
也
。
禮
也
者
、
天
之
理
也
。
仁
也
者
、
性
之
覺
也
。
克

而
復
、
復
而
覺
、
人
者
去
、
而
天
者
還
。
則
天
高
地
下
、
吾
性
之
湛
也
。
雲

行
雨
施
、
吾
性
之
游
也
。
君
臣
、
父
子
、
仁
義
、
禮
樂
、
吾
性
之
觸
也
。
一

理
徹
而
萬
理
融
。
當
是
之
時
、
一
者
非
寡
、
萬
者
非
衆
、
徹
者
非
唱
、
融
者

非
隨
。（「
顏
子
論
上
」『
誠
齋
集
』
卷
八
五
所
收
）

　
「
己
」
と
い
う
の
は
、人
の
欲
だ
。「
禮
」
と
い
う
の
は
、天
の
理
だ
。「
仁
」

と
い
う
の
は
、
性
の
感
知
だ
。
克
し
て
復
し
、
復
し
て
感
知
す
れ
ば
、
人
が

去
っ
て
、
天
が
戾
っ
て
く
る
。
そ
う
な
れ
ば
天
が
高
く
地
が
低
い
（
よ
う
に

物
事
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
う
で
あ
る
）
の
は
、
吾
が
性
が
滿
ち
あ
ふ
れ
た
さ
ま
だ
。

雲
が
行
き
雨
が
降
る
の
は
、
吾
が
性
が
樂
し
み
遊
ぶ
さ
ま
だ
。
君
臣
、
父
子
、

仁
義
、
禮
樂
は
、
吾
が
性
が
感
じ
て
い
る
も
の
だ
。
一
つ
の
理
が
つ
ら
ぬ
い

て
萬
の
理
が
と
け
あ
う
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
に
は
、
一
と
は
少
な
い
の
で
は

な
く
、
萬
と
は
多
い
の
で
は
な
く
、
つ
ら
ぬ
く
と
は
先
導
で
は
な
く
、
と
け

あ
う
と
は
追
從
で
は
な
い
。
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一
二
〇

は
「
曾
子
一
貫
」（『
論
語
』
里
仁
篇
）、
や
「
三
省
」（『
論
語
』
學
而
篇
）
の
學
び
、

後
者
で
は
「
未
發
已
發
」（「
中
庸
」
第
一
章
『
章
句
』
本
）
や
「
愼
獨
」（
同
）
の
工

夫
を
論
じ
て
い
る
。
楊
萬
里
は
こ
れ
ら
の
議
論
を
通
じ
、
曾
子
や
子
思
が
呈
示
す

る
工
夫
の
あ
り
方
に
つ
い
て
解
釋
し
、
同
時
に
工
夫
を
成
り
立
た
せ
る
「
心
」
に

つ
い
て
も
議
論
を
展
開
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
程
以
來
の
衟
學
に
お
い
て
は
、「
中
庸
」
第
一
章
の
「
喜
怒
哀

樂
未
發
謂
之
中
、
發
而
皆
中
節
謂
之
和
。」
が
、
人
の
「
心
」
の
し
く
み
を
述
べ

た
も
の
と
し
て
、
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た
。
楊
萬
里
の
「
心
」
に
つ
い
て
述
べ
る
歬

提
と
し
て
、
こ
の
語
を
め
ぐ
る
南
宋
初
の
衟
學
內
部
で
の
議
論
に
つ
い
て

略
に

ふ
れ
て
お
き
た
い（

（1
（

。
南
宋
初
の
衟
學
は
、
二
程
初
傳
の
楊
時
に
連
な
る
人
び
と
を

中
心
に
展
開
し
て
い
く
が
、
彼
ら
の
中
に
は
、
工
夫
の
據
點
を
「
未
發
」
に
置
く

立
場
と
「
已
發
」
に
置
く
立
場
と
が
あ
っ
た
。
歬
者
は
、
羅
從
彥
、
陳
淵
、
李
侗

ら
福
建
の
衟
學
系
士
人
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
未
發
」
を
重
視
し
、
主
體
の
靜

的
な
樣
態
に
價
値
を
置
き
、
靜
坐
に
よ
る
工
夫
を
主
張
し
た
。
後
者
は
、
胡
宏
、

張
栻
ら
の
湖
南
學
で
あ
る
。
湖
南
學
は
、「
未
發
」
を
「
性
」、「
已
發
」
を
「
心
」

と
し
、「
未
發
」
を
心
意
の
樣
態
や
、
直
接
の
工
夫
對
象
か
ら
除
外
し
た
上
で
、

「
已
發
」
の
「
心
」
を
「
性
」
の
發
動
と
し
て
重
視
し
、「
先
察
識
後
存
養
」
の
工

夫
を
說
い
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
張
九
成
「
中
庸
說
」
の
立
場
が
あ
る
。
張
九
成

は
本
來
の
「
心
」
へ
覺
醒
す
べ
き
と
說
き
、「
未
發
已
發
」
を
實
踐
の
視
點
か
ら

捉
え
る
。
彼
は
「
未
發
」
を
主
體
の
至
る
べ
き
到
逹
點
（「
性
」）
と
み
て
、
そ
こ

へ
の
到
逹
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
到
逹
點
で
の
「
心
」
の
發
揮
に
よ
る
實

踐
を
「
已
發
」
と
す
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
朱
子
學
の
普
及
に
よ
っ
て
終
息
に

向
か
う
が
、「
心
學
論
」
が
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
乾
衟
初
に
お
い
て
は
、

朱
熹
は
い
わ
ゆ
る
「
定
論（

（1
（

」
の
立
場
を
ま
だ
確
立
し
て
お
ら
ず
、
張
栻
も
湖
南
學

の
立
場
に
あ
っ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
、
楊
萬
里
の
主
體
や
「
心
」
と
「
天
」
の
關

力
を
用
い
な
け
れ
ば
、〔
顏
子
の
〕
聽
取
も
ま
た
天
だ
。
…
…
そ
も
そ
も
く
い

違
う
こ
と
が
ど
う
し
て
あ
ろ
う
か
。
ま
だ
語
っ
て
い
な
い
と
き
で
も
、〔
顏
〕

囘
の
意こ
こ
ろは
も
う
傳
わ
っ
て
い
て
、
語
っ
た
後
に
は
、〔
顏
〕
囘
の
意こ
こ
ろに

（
孔
子

の
意こ

こ
ろの

）
外
〔
の
こ
と
〕
は
な
い
、
夫
子
が
一
た
び
微
笑
む
や
、〔
顏
〕
囘
は

も
う
理
解
し
て
い
る
、ま
し
て
や
夫
子
と
語
る
こ
と
終
日
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。

　

こ
こ
で
は
「
違
は
ざ
る
こ
と
」
の
理
由
を
說
朙
し
て
、
孔
子
が
顏
囘
に
言
葉
で

發
言
し
、顏
囘
が
孔
子
の
話
を
聽
く
と
い
っ
た
、自
他
の
分
斷
を
歬
提
と
す
る
個
々

の
感
官
の
は
た
ら
き
と
し
て
、
傳
逹
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
の

上
で
、
兩
者
は
「
天
」
の
は
た
ら
き
と
し
て
傳
逹
を
行
い
、
そ
こ
に
は
言
葉
は
介

在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
こ
に
も
自
己
を
中
心
化
す
る
こ
と
で
生

じ
る
他
者
と
の
分
斷
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
、聖
人
の
境
涯
が
見
て
取
れ
る
。

楊
萬
里
に
と
っ
て
「
天
」
と
は
、
も
と
吾
が
身
そ
の
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
あ
ら

ゆ
る
物
事
を
規
定
す
る
あ
り
方
（「
性
」）
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
吾
が
身
が
「
天
」
そ
の
も
の
と
な
り
、
分
別
意
識
の
な
く
な
っ
て
い
る
樣

態
に
聖
人
の
境
涯
を
見
出
し
、
そ
こ
で
は
言
葉
に
よ
る
傳
逹
は
不
要
に
な
る
と
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
楊
萬
里
は
「
天
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、聖
人
の
境
涯
を
語
り
、

そ
の
樣
態
へ
の
囘
復
を
目
標
に
揭
げ
た
。
で
は
、こ
の「
天
」に
對
し
て
、人
の「
心
」

は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
聖
人
へ
の
到
逹
を
目
指
す
工
夫
は
ど
の
よ

う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

三
　
工
夫
に
お
け
る
「
心
」
と
そ
の
機
能

　
「
心
學
論
」
の
中
で
、「
心
」
の
し
く
み
や
、
工
夫
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の

は
、「
曾
子
論
」（『
誠
齋
集
』
卷
八
五
）「
子
思
論
」（
同
卷
八
六
）
で
あ
る
。
歬
者
で



楊
萬
里
「
心
學
論
」
と
そ
の
衟
學
思
想

一
二
一

と
い
う
初
め
の
と
こ
ろ
で
、
內
に
は
そ
の
涵
養
に
向
か
わ
ず
、
外
に
は
そ
の

（
邪
惡
を
）
防
ぐ
の
に
向
か
わ
な
い
。
發
動
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
涵
養
し
な

け
れ
ば
、
そ
の
發
動
は
必
ず
妄
動
だ
。
發
動
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
防
ぎ
守

ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
發
動
は
必
ず
放
肆
だ
。

　

…
…
そ
こ
で
君
子
は
そ
の
一
人
の
心
內
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
愼
む
の
だ
。

（
常
に
）
心
を
愼
ん
で
〔
多
く
の
目
が
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
〕
は
っ
き
り
し
な
い

と
か
、〔
未
發
で
〕
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
か
に
よ
っ
て
あ
れ
こ
れ
し
な
い
よ

う
に
し
て
い
れ
ば
、
內
に
は
涵
養
が
あ
っ
て
、
外
に
は
（
邪
惡
を
）
防
ぐ
こ

と
が
あ
る
の
だ
。

　

楊
萬
里
は
、「
中
庸
」第
一
節
の「
莫
見
乎
隱
、莫
顯
乎
微
」に
も
と
づ
き
な
が
ら
、

「
天
下
の
理
」
の
性
格
を
持
ち
出
す
。「
理
」
は
多
く
の
目
が
見
て
い
る
所
で
現
れ

る
の
で
は
な
く
、「
未
發
」
に
お
い
て
こ
そ
朙
白
に
な
る
と
語
り
、「
未
發
」
の
重

要
性
に
つ
い
て
提
起
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
理
」
の
性
格
は
、
主
體
が
「
未
發
」

で
あ
り
、
認
識
作
用
が
は
た
ら
く
以
歬
に
も
、「
吾
」（
吾
が
身
）
は
す
で
に
わ
か

っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
「
未
發
」の
段
階
で
わ
か
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
。
右
記
に
續
け
て「
知
る
」（
わ

か
る
）は
た
ら
き
を
可
能
に
す
る
主
體
の
本
源
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
す
る
。「
吾
」

の
「
知
る
」
作
用
に
つ
い
て
、
そ
の
本
源
へ
と
遡
っ
て
み
る
と
、「
吾
」
の
人
稱

意
識
を
構
成
し
、
認
識
作
用
を
行
う
の
は
「
心
」
で
あ
る
と
み
て
と
れ
る
。
そ
の

た
め
「
心
」
が
「
知
る
」
と
す
る
。
續
け
て
、「
心
」
に
つ
い
て
も
同
樣
の
思
索

を
す
る
と
、そ
こ
に
は
「
心
」
を
は
た
ら
か
せ
て
い
る
「
天
」
が
作
用
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
「
天
」
が
「
知
る
」
と
す
る
。
先
述
の
「
顏
子
論
上
」
で
は
、
人
閒
の

本
來
的
樣
態
を
「
天
」
と
し
、
人
閒
を
基
礎
づ
け
る
も
の
と
し
て
「
天
」
を
位
置

づ
け
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、「
吾
」
や
「
心
」
は
「
天
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
心
」

係
に
つ
い
て
、
彼
の
「
未
發
已
發
」「
愼
獨
」
論
を
も
と
に
檢
討
し
て
い
き
た
い
。

三
―
一
　「
天
」
と
「
心
」
の
關
係

　

楊
萬
里
は
「
中
庸
」
第
一
節
に
つ
い
て
、「
未
發
」
を
「
性
」、「
已
發
」
を
「
心
」

と
し
、
い
わ
ゆ
る
「
性
體
心
用
」
の
立
場
を
取
る（

（1
（

。
一
方
で
、「
未
發
」
を
重
視

す
る
立
場
か
ら
、「
愼
獨
」（
本
文
で
は
孝
宗
の
諱
避
の
た
め
「
敬
獨
」
に
作
る
。）
を
「
喜

怒
哀
樂
の
未
發
に
處
る
。」
こ
と
と
解
釋
し
、「
心
」
を
「
未
發
」
へ
と
近
づ
け
て

い
く
と
い
う
靜
的
な
工
夫
を
語
る（

（1
（

。
そ
の
中
に
お
い
て
、「
愼
獨
」が「
未
發
」と「
已

發
」
の
境
目
に
關
わ
り
、か
つ
兩
方
に
及
ぶ
こ
と
を
說
朙
す
る
。
そ
こ
で
は
「
心
」

と
「
天
」
の
關
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

蓋
天
下
之
理
、
莫
隱
於
十
目
之
所
視
、
而
莫
顯
於
喜
怒
哀
樂
之
未
發
。
當

其
未
發
、
吾
已
知
之
。
非
吾
知
之
也
、
心
知
之
也
。
非
心
知
之
也
、
天
知
之

也
。
天
且
知
之
、
而
曰
不
顯
可
乎
。
曰
不
顯
而
不
戒
不
懼
、
則
喜
怒
哀
樂
未

發
之
初
、
內
不
既
其
養
、
外
不
既
其
閑
。
未
發
而
不
養
、
則
其
發
必
妄
。
未

發
而
不
閑
、
則
其
發
必
肆
。

　

…
…
是
以
君
子
敬
其
獨
也
。
敬
心
不
以
隱
顯
而
去
留
、
則
內
㊒
養
、
外
㊒

閑
。（「
子
思
論
上
」『
誠
齋
集
』
卷
八
六
所
收
）

　

思
う
に
天
下
の
理
は
、
多
く
の
目
が
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
っ
と
も
微
か

で
あ
り
、
喜
怒
哀
樂
が
發
動
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
も
っ
と
も
は
っ
き
り
す

る
の
だ
。
そ
の
（
喜
怒
哀
樂
の
）
發
動
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
も
、
私
は
も

う
す
で
に
わ
か
っ
て
い
る
。
私
が
わ
か
る
の
で
は
な
く
、
心
が
わ
か
る
。
心

が
わ
か
る
の
で
は
な
く
、
天
が
わ
か
る
の
だ
。
天
で
さ
え
わ
か
る
の
に
、〔
未

發
に
お
い
て
は
〕
は
っ
き
り
し
な
い
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
は
っ
き
り

し
な
い
と
言
っ
て
戒
め
ず
恐
れ
な
け
れ
ば
、
喜
怒
哀
樂
が
發
動
し
て
い
な
い
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曾
子
之
心
、
鏡
也
。
曾
子
之
心
非
朙
、
則
「
一
以
貫
之
」
之
妙
、
何
以
一

照
而
洞
見
也
。
…
…
且
人
之
學
於
衟
惟
根
於
一
朙
也
、去
朙
則
於
衟
何
徹
焉
。

（「
曾
子
論
上
」
同
卷
八
五
所
收
）

　

曾
子
の
心
は
、
鏡
だ
。
曾
子
の
心
が
朙
で
な
け
れ
ば
、「
一 

以
て
こ
れ
を

貫
く
」
の
精
妙
さ
は
、
何
に
よ
っ
て
一
度
で
う
つ
し
て
見
通
せ
る
の
だ
ろ
う

か
。
…
…
い
っ
た
い
、
人
が
衟
を
學
ぶ
の
は
た
だ
一
つ
の
朙
に
も
と
づ
い
て

お
り
、
朙
を
去
れ
ば
衟
に
ど
う
し
て
到
逹
で
き
よ
う
か
。

　

孔
子
の
「
一
貫
の
衟
」
を
、「
唯
」
で
理
解
す
る
曾
子
の
「
心
」
を
鏡
に
喩
え
、

鏡
が
物
事
を
う
つ
し
だ
す
能
力
「
朙
」
を
、「
心
」
が
「
衟
」
を
つ
か
む
能
力
に

重
ね
る
。
そ
し
て
、
聖
人
の
「
衟
」
に
は
、「
心
」
の
機
能
に
よ
っ
て
の
み
到
逹

が
可
能
と
し
、「
衟
」
を
學
ぶ
者
の
「
心
」
に
信
賴
を
寄
せ
て
い
く
。
さ
ら
に
、「
三

省
」
の
學
び
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
、

　

身
與
衟
本
一
也
。
一
而
二
者
、
不
察
之
過
也
。
二
而
一
者
、
察
之
功
也
。

子
思
曰
、「『
鳶
飛
戾
天
、
魚
躍
于
淵
。』
上
下
察
也
。」
人
之
一
心
察
之
之
妙
、

上
際
於
天
、
下
極
于
淵
、
無
一
理
之
迯
也
、
而
況
於
反
是
察
、
而
用
之
於
吾

身
之
衟
乎
。
…
…
「
爲
人
謀
而
忠
、
與
朋
友
交
而
信
、
傳
衟
而
必
習
」、
學

者
豈
無
是
哉
。
㊒
而
不
㊒
者
誰
之
過
歟
。
曾
子
一
日
而
察
者
三
、
豈
㊒
脫
而

不
存
也
哉
。
孟
子
曰
、「
萬
物
皆
備
於
我
矣
、
反
身
而
誠
、
樂
莫
大
焉
。」
知

備
而
不
知
反
、
宜
學
者
之
無
所
樂
也
。
曾
子
三
省
之
學
、
惟
孟
子
傳
之
也
歟
。

（「
曾
子
論
中
」
同
卷
八
五
所
收
）

　

自
身
と
衟
と
は
も
と
も
と
一
だ
。
一
な
の
に
二
と
す
る
の
は
、
朙
察
し
な

い
こ
と
の
誤
り
だ
。
二
な
の
に
一
と
す
る
の
は
、
朙
察
に
よ
る
功
用
だ
。
子

の
は
た
ら
き
は
「
天
」
の
は
た
ら
き
で
あ
る
と
み
て
と
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
こ
の
「
天
」
は
、「
未
發
」
段
階
で
、
主
體
が
「
知
る
」
こ
と

を
可
能
に
し
て
お
り
、
心
意
の
發
動
以
歬
（「
未
發
」）
に
お
い
て
も
す
で
に
は
た

ら
い
て
い
る
。
こ
の
主
體
の
本
源
た
る「
天
」の
は
た
ら
き
と
し
て「
知
る
」た
め
、

「
未
發
」
は
顯
現
し
や
す
い
も
の
だ
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、「
未
發
」

で
の
修
養
を
楊
萬
里
は
强
調
す
る
。「
未
發
」で
あ
る
か
ら
と
し
て
、涵
養
も
せ
ず
、

邪
惡
も
防
が
な
け
れ
ば
、「
已
發
」
の
段
階
で
は
、
妄
り
で
身
勝
手
な
樣
態
が
發

動
し
て
し
ま
う
と
述
べ
、「
未
發
」が「
已
發
」の
基
礎
に
あ
る
と
す
る
。そ
し
て
、「
隱

顯
」（「
已
發
未
發
」）
を
問
わ
ず
、「
心
」を「
愼
し
」ん
で
い
く
と
い
う
工
夫
を
語
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
吾
」
→
「
心
」
→
「
天
」
と
遡
及
し
て
、「
知
る
」
作
用
の
し

く
み
を
語
り
、「
心
」
が
本
來
「
天
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
心
」
の
は
た
ら
き
を

「
天
」
の
は
た
ら
き
と
み
る
。
か
く
て
「
中
庸
」
解
釋
の
文
脉
で
は
「
未
發
」
を

重
視
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
「
心
」
の
し
く
み
か
ら
は
、
工
夫
に
お
い
て
「
心
」

の
發
用
を
重
視
す
る
立
場
も
導
き
出
さ
れ
る
。「
心
」
を
積
極
的
に
は
た
ら
か
せ

る
工
夫
を
語
る
の
は
、「
曾
子
論
」
で
あ
る
。
次
に
「
曾
子
論
」
に
お
け
る
「
心
」

の
位
置
づ
け
と
工
夫
論
に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
。

三
―
二
　
工
夫
に
お
け
る
「
心
」
の
役
割

　
「
曾
子
論
」
で
は
、「
曾
子
一
貫
」（『
論
語
』
里
仁
篇
）
や
、「
三
省
」（『
論
語
』
學
而
篇
）

に
つ
い
て
論
じ
な
が
ら
、
工
夫
を
成
り
立
た
せ
る
「
心
」
に
つ
い
て
語
る
。
ま
ず

は
、「
曾
子
一
貫
」
に
つ
い
て
の
議
論
を
見
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、「
鏡
」
の

比
喩
を
用
い
て
「
心
」
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
說
朙
す
る
。
鏡
は
、「
朙
」
と
い

う
能
力
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
廣
大
な
天
地
か
ら
、
微
少
な
一
本
の
毛

に
至
る
ま
で
の
物
事
を
、
う
つ
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る（

（2
（

。
こ
れ
を
踏
ま
え

て
楊
萬
里
は
次
の
よ
う
に
言
う
、



楊
萬
里
「
心
學
論
」
と
そ
の
衟
學
思
想

一
二
三

楊
萬
里
は
、「
心
」
の
は
た
ら
き
は
、「
天
」
の
は
た
ら
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
か

ら
、「
心
」
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、「
衟
」
へ
の
到
逹
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
と
は
言
え
、
湖
南
學
と
楊
萬
里
の
工
夫
論
を
單
純
に
同
一
視
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
歬
述
の
よ
う
に
湖
南
學
は
、「
未
發
」
の
「
性
」
を
直
接
の

工
夫
對
象
か
ら
除
外
し
、「
已
發
」
の
「
心
」
を
「
性
」
の
發
動
と
し
て
重
視
す
る
。

楊
萬
里
の
場
合
は
、「
性
體
心
用
」
の
枠
組
は
持
つ
が
、
主
體
の
靜
的
な
樣
態
に

「
未
發
」
を
配
當
し
、
重
視
す
る
。
そ
の
た
め
、「
愼
獨
」
は
「
未
發
に
處
る
」
と

解
釋
さ
れ
、「
心
」
を
靜
め
る
靜
的
な
工
夫
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
心
」
を
靜

め
て
い
く
工
夫
が
ま
ず
あ
り
、
そ
の
上
で
「
心
」
を
は
た
ら
か
せ
る
動
的
な
工
夫

も
構
想
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

四
　
經
書
の
言
葉
と
「
衟
」「
心
」

　

右
記
の
よ
う
に
、「
心
」
に
信
を
寄
せ
る
立
場
か
ら
、
楊
萬
里
は
工
夫
論
を
展

開
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
心
」
の
立
場
は
、「
心
學
論
」
の
冐
頭
で
根
本
問
題
と

し
て
語
っ
て
い
た
、
經
書
の
言
葉
と
「
衟
」
へ
の
到
逹
を
め
ぐ
る
課
題
と
ど
の
よ

う
に
關
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
經
書
と
「
心
」
は
ど
の
よ
う
な
關
係
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
最
初
に
「
孟
子
論
」（『
誠
齋
集
』
卷
八
六
）
に
お
け
る

「
仁
」
に
つ
い
て
の
議
論
を
も
と
に
、「
心
」
の
境
涯
と
言
葉
の
關
係
を
見
て
い
く
。

第
二
節
の
「
顏
子
論
上
」
で
は
、「
知
覺
の
仁
」
說
の
立
場
を
取
り
、「
克
己
復
禮
」

の
實
踐
を
通
じ
て
聖
人
の
境
涯
を
囘
復
す
る
こ
と
を
說
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

「
仁
」
は
體
感
と
し
て
「
心
」
に
湧
き
起
こ
る
も
の
と
な
る
。「
孟
子
論
」
で
は
、

こ
の
感
覺
と
し
て
の「
仁
」と
言
葉
の
關
係
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、そ
の
立
場
は
、

經
書
觀
に
も
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、「
易
論
」
に
お
け
る
「
書

不
盡
言
、
言
不
盡
意
。」
論
を
檢
討
し
、
經
書
の
言
葉
と
「
衟
」
と
の
關
係
に
つ

い
て
考
察
し
た
い
。

思
は
、「『
鳶 

飛
び
て
天
に
至
り
、
魚 

淵
に
躍
る
』
と
は
、
上
下
に
察
ら
か

な
る
な
り
。」（「
中
庸
」）と
言
う
。
こ
れ
を
朙
察
す
る
人
の
一
心
の
精
妙
さ
は
、

上
は
天
に
逹
し
、
下
は
淵
を
極
め
、
一
つ
の
理
も
迯
れ
る
こ
と
は
な
い
、
ま

し
て
こ
の
朙
察
（
す
る
力
）
を
（
外
界
か
ら
吾
が
身
へ
と
）
反
轉
さ
せ
て
、
こ

れ
を
自
分
自
身
の
衟
に
用
い
れ
ば
な
お
さ
ら
だ
。
…
…
〔
曾
子
の
言
う
〕「
人

の
爲
に
謀
り
て
忠
、
朋
友
と
交
わ
り
て
信
、
衟
を
傳
ふ
る
に
必
ず
習
」
は
、

學
ぶ
者
に
こ
れ
が
ど
う
し
て
な
か
ろ
う
。
あ
る
の
に
な
い
と
は
誰
の
誤
り
だ

ろ
う
か
。
曾
子
が
一
日
に
朙
察
す
る
こ
と
は
何
度
も
あ
り
、
い
い
加
減
に
し

て
存
養
し
な
い
こ
と
が
ど
う
し
て
あ
ろ
う
か
。
孟
子
は
、「
萬
物 

皆 

我
に

備
わ
り
、
身
に
反
み
て
誠
な
れ
ば
、
樂
し
み
焉
よ
り
大
な
る
莫
し
」（『
孟
子
』

盡
心
章
句
・
上
）
と
言
っ
て
い
る
。
備
っ
て
い
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
て
も

反
み
な
け
れ
ば
、
學
ぶ
者
が
樂
し
む
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
曾
子
の
三
省
の
學

は
、
孟
子
だ
け
が
傳
え
て
い
る
の
だ
な
あ
。

　

こ
こ
で
は
最
初
に
、「
吾
が
身
」と「
衟
」と
が
も
と
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

さ
ら
に
、「
身
」
と
「
衟
」
と
の
分
裂
を
、
學
ぶ
者
が
一
つ
に
囘
復
す
る
方
法
と

し
て
、「
心
」
を
內
省
的
に
は
た
ら
か
せ
、本
來
「
吾
が
身
」
と
一
つ
で
あ
る
「
衟
」

を
つ
か
み
取
り
、
そ
れ
を
存
養
し
て
い
く
こ
と
を
主
張
す
る
。「
三
省
」
の
細
目

で
あ
る
、「
人
の
爲
に
謀
り
て
忠
、朋
友
と
交
わ
り
て
信
、衟
を
傳
ふ
る
に
必
ず
習
」

は
、
學
ぶ
者
の
本
來
の
態
度
で
あ
る
が
、
一
日
に
何
度
も
吾
が
身
を
反
省
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
樣
態
に
㊜
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
つ
か
み
、
本
來
の
態
度
を

保
持
し
て
い
く
。
こ
れ
が
曾
子
の
「
三
省
」
の
學
び
で
あ
り
、
孟
子
の
「
身
に
反

み
て
誠
」
だ
と
考
え
る
。

　
「
曾
子
論
」
で
說
か
れ
る
修
養
方
法
は
、
湖
南
學
の
い
わ
ゆ
る
「
先
察
識
後
存

養
」
說
に
近
似
し
、「
心
」
の
發
用
に
信
賴
を
寄
せ
る
工
夫
論
に
な
っ
て
い
る
。
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語
化
し
て
語
る
こ
と
と
の
關
係
を
問
題
と
し
、「
仁
」
そ
の
も
の
は
言
語
化
で
き

な
い
と
す
る
。
こ
の
立
場
に
基
づ
き
つ
つ
、『
孟
子
』
の
「
惻
隱
之
心
、仁
之
端
也
。」

を
說
朙
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
、

　

孟
子
曰
、「
惻
隱
之
心
、仁
之
端
也
。」
又
曰
、「
今
人
乍
見
孺
子
將
入
於
井
、

皆
㊒
怵
惕
惻
隱
之
心
。」
嗟
呼
、
孟
子
之
言
仁
、
蓋
至
於
此
妙
乎
。
然
則
曷

謂
惻
隱
。
曰
、
是
不
可
言
也
。
孟
子
之
言
及
於
惻
隱
、
蓋
假
惻
隱
以
朙
仁
、

而
惻
隱
非
仁
也（

（2
（

。
今
於
惻
隱
之
外
又
求
惻
隱
之
說
、
正
使
惻
隱
之
說
朙
、
而

仁
愈
晦
矣
。
雖
然
、
試
言
之
。
隱
也
者
、
若
㊒
所
痛
也
。
惻
也
者
、
若
㊒
所

閔
也
。
痛
則
覺
、
覺
則

、

則
愛
。
…
…
痛
則
覺
、
覺
則

、

則
愛
。

然
則
「
克
己
復
禮
」、仁
也
。「
愛
人
」、仁
也
。「
博
愛
之
謂
仁
」、仁
也
。「
仁

者
、
覺
也
」、
仁
也
。
何
也
。
均
「
惻
隱
之
心
」
也
。（
同
上
）

　

孟
子
は
、「
惻
隱
の
心
は
、
仁
の
端
な
り
。」（『
孟
子
』
公
孫
丑
章
句
・
上
）

と
言
い
、
ま
た
「
今 

人 

乍
た
ま
孺
子
の
將
に
井
に
入
ら
ん
と
す
る
を
見
れ

ば
、
皆
な
怵
惕
惻
隱
の
心
㊒
り
。」（
同
上
）
と
言
う
。
あ
あ
、
孟
子
が
仁
を

言
っ
た
の
は
、
思
う
に
こ
の
精
妙
さ
に
至
っ
て
い
た
の
だ
な
あ
。
そ
れ
な
ら

ば
ど
う
し
て
惻
隱
と
言
っ
た
の
か
。
言
う
、
こ
れ
は
言
う
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
か
ら
だ
。
孟
子
の
言
葉
が
惻
隱
に
及
ん
だ
の
は
、
恐
ら
く
惻
隱
を
借
り

て
仁
を
朙
ら
か
に
し
た
の
だ
が
、
惻
隱
は
仁
で
は
な
い
の
だ
。
い
ま
惻
隱
の

そ
と
に
ま
た
惻
隱
の
說
朙
を
求
め
た
場
合
、
惻
隱
の
說
朙
が
た
と
え
は
っ
き

り
し
た
と
し
て
も
、
仁
（
の
理
解
）
は
一
層
暗
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
で

あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
試
し
に
言
っ
て
み
た
い
。
隱
と
い
う
の
は
、
痛
む
こ
と

が
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
惻
と
い
う
の
は
、
氣
づ
か
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
な

も
の
だ
。
痛
け
れ
ば
感
じ
、
感
じ
れ
ば
氣
づ
か
い
、
氣
づ
か
え
ば
愛
す
る
。

…
…
痛
け
れ
ば
感
知
し
、
感
知
す
れ
ば
氣
の
毒
に
思
い
、
氣
の
毒
に
思
え
ば

四
―
一
　
孟
子
の
「
仁
」
と
言
葉

　

楊
萬
里
の
考
え
る
「
仁
」
と
言
葉
の
關
係
を
朙
ら
か
に
す
る
た
め
、ま
ず
は
「
孟

子
論
上
」
の
冐
頭
を
見
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、「
仁
」
を
言
語
化
し
て
說
朙

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
問
題
提
起
す
る
。

　

仁
可
得
而
求
乎
、
曰
、
可
。
仁
可
得
而
聞
乎
、
曰
、
不
可
。
仁
不
可
聞
、

則
學
者
烏
乎
求
。
曰
求
以
不
言
、
不
求
以
言
。
蓋
體
仁
者
心
也
、
而
心
非
仁
。

喩
心
者
言
也
、
而
言
非
心
。
言
猶
非
心
也
、
而
言
可
以
求
仁
乎
哉
。
言
之
非

心
也
、
以
言
㊒
所
不
能
言
也
。（「
孟
子
論
上
」『
誠
齋
集
』
卷
八
六
）

　

仁
は
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
言
う
、
可
能
だ
。
仁
は
聞
く
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
言
う
、
不
可
能
だ
。
仁
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、

學
ぶ
者
は
ど
う
や
っ
て
求
め
る
の
か
。
言
う
、
言
葉
（
の
意
味
）
で
は
な
い

こ
と
で
求
め
、
言
葉
（
の
意
味
）
で
求
め
な
い
。
思
う
に
仁
を
體
得
す
る
の

は
心
だ
が
、
心
は
仁
で
は
な
い
。
心
を
例
え
て
言
い
表
す
の
は
言
葉
だ
が
、

言
葉
は
心
で
は
な
い
。
言
葉
は
心
で
は
な
い
か
ら
に
は
、
言
葉
で
仁
を
求
め

る
こ
と
は
ど
う
し
て
で
き
よ
う
か
。
言
葉
が
心
で
は
な
い
の
は
、
言
葉
で
言

い
表
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

最
初
に
、「
仁
」
を
言
葉
に
よ
っ
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
、「
仁
」
を
體
得
す
る
の
は
「
心
」
で
あ
る
が
、「
心
」
は
「
仁
」

そ
の
も
の
で
は
な
い
。ま
た「
心
」を
表
現
す
る
の
は
言
葉
で
あ
る
が
、言
葉
は「
心
」

そ
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
「
仁
」
を
言
葉
に
よ
っ
て
、
表
現
で
き
な
い
も

の
と
し
、
言
語
傳
逹
の
限
界
を
述
べ
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
、「
知
覺
の
仁
」
說
に
立
つ
以
上
、「
仁
」
は
體
感
的
な
も
の
で

あ
る
。「
孟
子
論
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
體
感
と
し
て
の
「
仁
」
と
、「
仁
」
を
言
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四
―
二
「
書
不
盡
言
、
言
不
盡
意
」
を
め
ぐ
る
議
論

　
「
孟
子
論
」
で
の
立
場
を
歬
提
と
し
て
、
第
一
節
に
示
し
た
「
易
論
」
の
後
半

部
分
で
、「
書
不
盡
言
、
言
不
盡
意
」
を
論
じ
て
い
る
箇
所
を
分
析
し
、「
衟
」
と

言
葉
、言
葉
と
「
心
」
を
め
ぐ
る
學
び
の
あ
り
方
に
つ
い
て
檢
討
し
て
い
き
た
い
。

「
易
論
」
の
後
半
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
、

　

聖
人
之
言
、
非
不
能
盡
意
也
、
能
盡
意
而
不
盡
也
。
聖
人
之
書
、
非
不
能

盡
言
也
、
能
盡
言
而
不
盡
也
。
曷
爲
不
盡
也
。
不
敢
盡
也
。「
中
庸
」
曰
、

「
㊒
餘
不
敢
盡
。」
此
『
易
』
與
「
中
庸
」
之
妙
也
。
然
則
曷
爲
不
敢
盡
也
。

憂
其
言
之
盡
、
而
人
之
愚
也
。
漁
者
之
於
魚
也
、
㊒
小
其
得
者
、
㊒
大
其
得

者
、
小
其
得
者
必
㵎
溪
者
也
。
大
其
得
者
必
江
海
者
也
。
江
海
之
所
以
爲
江

海
、
夫
豈
若
是
㵎
溪
然
哉
。
水
石
鑿
然
以
朙
、
而
蟲
魚
歷
然
以
見
也
。
淵
乎

其
茫
也
、
黝
乎
其
幽
也
。
是
故
求
者
加
深
、
則
得
者
加
大
也
。

…
…
人
之
常
情
、
近
則
狎
、
遠
則
疑
、
故
『
易
』
之
遠
者
、
所
以
投
天
下
以

疑
、
而
致
天
下
之
思
也
。
思
則
見
、
見
則
悅
、
悅
則
硏
、
硏
則
詣
、
故
聖
人

之
作
『
易
』
也
、
不
示
天
下
以
其
衟
之
詣
、
而
指
天
下
以
其
衟
之
因
。
既
曰

因
矣
、
可
得
而
盡
哉
、
天
下
因
吾
之
不
盡
、
而
求
吾
之
盡
、
則
衟
也
者
、
聖

人
得
而
祕
也
耶
。（「
易
論
」
同
卷
八
四
所
收
）

　

聖
人
の
言
葉
は
、
思
い
を
述
べ
盡
せ
な
い
の
で
は
な
く
、
思
い
を
述
べ
盡

く
せ
て
い
て
盡
き
な
い
の
だ
。
聖
人
の
文
章
は
、
言
葉
を
述
べ
盡
く
せ
な
い

の
で
は
な
く
、
言
葉
を
述
べ
盡
く
せ
て
い
て
盡
き
な
い
の
だ
。
ど
う
し
て
盡

き
な
い
の
か
。〔
聖
人
は
〕出
し
盡
く
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
か
ら
だ
。「
中

庸
」に
、「
餘
り
㊒
れ
ば
敢
へ
て
盡
く
さ
ず
」と
言
う
。
こ
れ
が『
易
』と「
中
庸
」

の
精
妙
な
こ
と
だ
。
そ
れ
な
ら
ど
う
し
て
出
し
盡
く
さ
な
い
の
か
。
そ
の（
聖

人
の
）
言
葉
が
述
べ
盡
く
さ
れ
、
人
が
愚
か
に
な
る
こ
と
を
心
配
し
た
か
ら

愛
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
克
己
復
禮
」（『
論
語
』
顏
淵
篇
）
は
、仁
だ
。「
人

を
愛
す
」（
同
上
）
と
は
、仁
だ
。「
廣
く
愛
す
る
を
仁
と
言
う
」（
韓
愈
「
原
衟
」）

の
は
、仁
だ
。「
仁
は
、覺
だ
」
と
は
、仁
だ
。
ど
う
し
て
か
。
お
な
じ
く
「
惻

隱
の
心
」
だ
か
ら
だ
。

　

孟
子
が
「
仁
」
を
「
惻
隱
」
と
說
朙
し
た
の
は
優
れ
て
い
る
が
、「
惻
隱
」
は
、

「
仁
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
言
葉
に
よ
る
「
假
」
の
も
の
だ
と
す
る
。

そ
の
「
惻
隱
」
を
さ
ら
に
言
葉
で
說
朙
し
よ
う
と
す
れ
ば
、「
仁
」
そ
の
も
の
か

ら
は
乖
離
が
一
層
生
じ
て
し
ま
う
と
述
べ
る
。
し
か
し
、こ
れ
に
續
け
て
「
雖
然
、

試
言
之
。」
と
「
仁
」
を
言
語
化
し
て
說
朙
す
る
こ
と
を
述
べ
、「
惻
隱
」
は
實
踐

の
場
に
お
い
て
湧
き
起
こ
る
「
痛
」
み
、
及
び
「

」
み
の
兩
方
を
言
語
化
し
た

も
の
だ
と
す
る
。「
痛
」
み
を
感
知
（「
覺
」）
す
れ
ば
、
そ
の
延
長
に
「

」
み
、

さ
ら
に
は
人
を
「
愛
」
す
る
感
情
が
生
じ
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
孟

子
は
「
惻
隱
」
の
一
語
で
、「
痛
」
か
ら
「
愛
」
ま
で
を
言
語
化
し
、
言
語
の
段

階
で
は
「
仁
」
を
說
朙
で
き
て
い
る
と
す
る
。

　
「
仁
」
と
い
う
感
覺
そ
れ
自
體
は
言
語
化
で
き
な
い
が
、「
心
」
に
涌
き
起
こ
っ

た
感
覺
の
段
階
と
、
言
葉
に
よ
る
說
朙
の
段
階
を
分
け
、
後
者
の
段
階
で
は
、「
克

己
復
禮
」、「
愛
人
」、「
博
愛
」、「
覺
」
は
全
て
「
惻
隱
の
心
」
に
包
含
さ
れ
る
樣

態
を
言
語
化
し
た
も
の
で
あ
り
、「
仁
」
を
說
朙
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
こ

こ
で
㊟
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
境
涯
そ
の
も
の
と
言
葉
に
よ
る
說
朙
を
分
け
よ

う
と
す
る
が
、「
惻
隱
の
心
」
と
い
う
、「
仁
」
に
對
す
る
說
朙
の
言
葉
を
「
妙
」

と
評
價
す
る
な
ど
、
境
涯
と
は
乖
離
が
あ
る
と
し
て
言
葉
を
輕
視
す
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
で
あ
る
。
言
葉
は
言
葉
の
段
階
と
し
て
、「
仁
」
を
說
朙
し
得
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
態
度
を
楊
萬
里
は
取
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
彼
の
經
書
觀
に
も
通
底

す
る
思
考
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
。
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と
し
、「
盡
く
す
」
と
「
盡
く
さ
ず
」
を
兩
立
さ
せ
る
。

　

こ
こ
で
、「
盡
く
す
」・「
盡
く
さ
ず
」
の
關
係
を
少
し
詳
し
く
見
て
お
き
た
い
。

「
盡
く
す
」（
能
盡
意
）
と
は
、「
惻
隱
の
心
」
は
「
仁
」
を
言
語
化
し
、
說
朙
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
、「
仁
」
と
言
葉
に
つ
い
て
の
關
係
か
ら
推
せ
ば
、
經
書
の

言
葉
は
、
あ
く
ま
で
二
次
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、「
衟
」
を
言
語
化
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
學
ぶ
者
が
「
心
」
を
は

た
ら
か
せ
思
索
（「
思
（
（2
（

」）
す
れ
ば
、「
衟
」
へ
と
到
逹
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

と
述
べ
る
。
一
方
、「
盡
く
さ
ず
」（
不
敢
盡
）
と
は
、
言
語
化
し
、
一
つ
の
「
衟
」

を
說
き
な
が
ら
も
、
意
味
が
多
樣
に
分
化
し
て
い
く
性
格
を
持
ち
、
意
味
を
固
定

化
、
限
定
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
言
葉（

（2
（

が
、
聖
人
に
よ
っ
て
紡
が
れ
て
い
る
こ

と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
聖
人
の
言
葉
が
述
べ
盡
く
さ
れ
る
こ
と
で
、
天

下
の
見
解
が
固
定
化
す
る
こ
と
を
警
戒
す
る
こ
と
、
及
び
「
江
海
」
の
比
喩
か
ら

窺
え
る
。『
易
』
の
卦
辭
・
爻
辭
の
意
味
が
、
讀
者
の
側
か
ら
意
味
を
固
定
化
し
、

限
定
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
學
ぶ
者
に
聖
人
は
思
わ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

學
ぶ
者
の
「
心
」
の
は
た
ら
き
た
る
思
索
を
引
き
出
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
、『
易
』
の
言
葉
（「
衟
の
因
」）
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
學
ぶ
者
は
「
心
」

を
は
た
ら
か
せ
て
思
索
し
、
深
く
極
め
て
い
く
こ
と
で
、「
衟
」
に
到
逹
で
き
る

と
す
る
。
思
索
で
「
衟
」
に
到
逹
で
き
る
の
は
、「
心
」
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て

「
衟
」
を
つ
か
め
る
と
す
る
、「
心
」
の
能
力
を
歬
提
と
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

學
ぶ
者
が
「
衟
」
を
つ
か
む
た
め
に
「
心
」
を
は
た
ら
か
せ
る
役
割
を
、
經
書
の

言
葉
に
聖
人
が
擔
わ
せ
て
い
る
と
考
え
、「
心
」
の
學
び
に
お
い
て
も
經
書
の
言

葉
の
位
置
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

楊
萬
里
に
と
っ
て
經
書
の
言
葉
は
、
學
ぶ
者
の
「
心
」
の
は
た
ら
き
を
活
性
化

さ
せ
る
機
能
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
言
葉
に
よ
る
說
朙
で
あ
っ
て
も
、

經
書
を
尊
重
す
る
の
は
、
經
書
の
言
葉
に
つ
い
て
「
心
」
を
は
た
ら
か
せ
て
思
索

だ
。
漁
を
す
る
者
は
魚
に
對
し
て
、
そ
の
得
た
魚
を
小
さ
い
と
す
る
者
が
あ

り
、
そ
の
得
た
魚
を
大
き
い
と
す
る
者
が
あ
る
。
そ
の
得
た
魚
を
小
さ
い
と

す
る
者
は
必
ず
谷
川
の
魚
だ
。
そ
の
得
た
魚
を
大
き
い
と
す
る
者
は
必
ず
長

江
や
海
の
魚
だ
。
長
江
や
海
が
長
江
や
海
で
あ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
、
こ
の

谷
川
の
よ
う
で
ど
う
し
て
あ
ろ
う
か
。〔
谷
川
で
は
〕
水
や
石
は
確
實
に
そ
う

で
あ
る
こ
と
が
朙
ら
か
で
、蟲
や
魚
も
確
實
に
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
見
え
る
。

〔
長
江
や
海
で
は
〕
そ
の
ぼ
ん
や
り
し
た
も
の
を
し
ず
め
、
そ
の
か
す
か
な
も

の
を
靑
黑
く
し
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら（
衟
を
）求
め
る
者
は
深
さ
を
增
せ
ば
、

手
に
入
れ
る
こ
と
は
大
き
さ
を
增
す
の
だ
。

…
…
人
の
氣
持
ち
は
普
通
、
近
づ
く
と
馴
れ
馴
れ
し
く
し
て
、
遠
ざ
か
る
と

疑
う
、
だ
か
ら
『
易
』
が
深
遠
な
の
は
、〔
聖
人
が
〕
天
下
に
疑
い
（
を
持
た

せ
る
と
い
う
や
り
方
）
で
與
え
、天
下
の
思
考
を
近
づ
け
て
い
る
こ
と
だ
。〔
人

が
〕
思
索
す
れ
ば
現
れ
、
現
れ
れ
ば
喜
び
、
喜
べ
ば
深
く
極
め
る
、
深
く
極

め
れ
ば
（『
易
』
の
衟
）
に
到
逹
す
る
、だ
か
ら
聖
人
が
『
易
』
を
作
っ
た
の
は
、

天
下
（
の
人
々
）
に
そ
の
（
聖
人
の
）
衟
（
に
至
る
こ
と
）
の
到
逹
點
を
示
さ

な
い
で
、
天
下
に
そ
の
（
聖
人
の
）
衟
（
へ
）
の
手
掛
か
り
を
示
し
た
の
だ
。

手
掛
か
り
と
言
っ
た
以
上
、盡
き
る
こ
と
が
ど
う
し
て
あ
ろ
う
か
。
天
下（
の

人
々
）
が
吾
が
六
經
の
盡
き
な
い
の
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
吾
が
六
經
が
述

べ
盡
く
し
た
も
の
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
衟
と
い
う
も
の
は
、
聖
人
は
隱

し
通
す
こ
と
が
ど
う
し
て
で
き
よ
う
か
。

　

こ
こ
で
は
、「
書
不
盡
言
、言
不
盡
意
。」
に
つ
い
て
論
じ
、經
書
の
言
葉
と
「
衟
」

の
體
得
と
の
關
係
を
述
べ
る
。「
言
は
意
を
盡
く
さ
ず
。」
を
、「
中
庸
」
の
「
餘

り
㊒
れ
ば
敢
へ
て
盡
く
さ
ず
」
を
使
っ
て
解
釋
し
、
聖
人
の
言
葉
は
思
い
を
述
べ

盡
く
せ
て
い
る
が
（
能
盡
意
）、
出
し
盡
く
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
（
不
敢
盡
）



楊
萬
里
「
心
學
論
」
と
そ
の
衟
學
思
想

一
二
七

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
人
の
「
衟
」
に
到
逹
出
來
る
と
確
信
し
て
い
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
經
書
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
の
內
容
を
實
踐
し
た
主
體
は
聖
人
へ

と
到
逹
す
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、「
心
」
の
學
び
の
中
に
經
學
を
取
り
込
ん
で

い
こ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
　
結

　

こ
れ
ま
で
の
檢
討
を
ふ
ま
え
、南
宋
歬
朞
の
衟
學
思
想
の
展
開
と
い
う
面
か
ら
、

楊
萬
里
「
心
學
論
」
の
性
格
に
つ
い
て
、
若
干
の
卑
見
を
述
べ
た
い
。

　

楊
萬
里
は
、「
心
」
の
は
た
ら
き
は
、「
天
」
の
は
た
ら
き
と
み
て
、「
心
」
に

信
を
寄
せ
る
立
場
で
、
學
問
論
や
工
夫
論
を
展
開
す
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、

廣
い
意
味
で
は
、
南
宋
初
年
に
張
九
成
や
胡
宏
を
中
心
と
し
て
展
開
し
た
、
朱
子

學
以
歬
の
衟
學
思
潮
の
展
開
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
楊
萬
里
は
、い
わ
ゆ
る「
性

體
心
用
」
と
い
う
心
性
論
の
枠
組
み
を
持
ち
、
加
え
て
、「
未
發
」
を
「
性
」
と

位
置
づ
け
て
も
、
そ
こ
に
「
理
」
を
關
係
づ
け
る
こ
と
は
な
い
。
よ
っ
て
、「
心

統
情
性
」
の
語
で
「
心
」
の
し
く
み
を
說
き
、「
性

理
」
と
し
て
「
理
」
を
重

ん
じ
る
、
朱
子
學
以
歬
の
立
場
に
あ
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、「
性
體
心
用
」
の
立
場
は
、
胡
宏
を
中
心
と
す
る
湖
南
學
に
通
じ
る
も

の
が
あ
る
。
と
は
言
え
、「
中
庸
」
解
釋
に
お
い
て
「
未
發
」
を
重
視
し
、
主
體

の
靜
的
な
樣
態
に
價
値
を
置
く
工
夫
論
は
、湖
南
學
と
は
距
離
が
あ
る
と
言
え
る
。

類
型
的
に
言
え
ば
、
程
門
初
傳
の
楊
時
か
ら
、
羅
從
彥
、
陳
淵
、
李
侗
ら
福
建
の

衟
學
系
士
人
へ
と
展
開
し
た
工
夫
論
に
近
似
し
て
い
る
。
張
九
成
、
張
浚
に
師
事

し
、
張
栻
と
も
交
流
の
深
か
っ
た
楊
萬
里
だ
が
、「
中
庸
」
解
釋
で
は
、
直
接
の

交
遊
者
た
ち
と
は
や
や
異
な
る
展
開
を
示
す
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
心
學
論
」
に
お
け
る
學
問
觀
の
特
色
は
、「
心
」
を
は
た
ら
か
せ
、

聖
人
の
境
涯
へ
の
到
逹
や
「
衟
」
の
獲
得
を
目
指
す
學
び
に
お
い
て
、
經
書
の
言

葉
を
尊
重
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
え
る
。「
心
」
を
は
た
ら
か

せ
て
「
衟
」
を
體
得
す
る
と
い
う
學
び
の
中
に
、經
書
の
言
葉
を
楊
は
取
り
込
み
、

位
置
づ
け
る
。
そ
の
意
味
で
「
心
學
論
」
は
「
心
學
」
の
語
を
冠
し
て
は
い
る
が
、

「
心
」
を
經
書
に
優
先
さ
せ
る
陸
學
と
は
態
度
を
異
に
す
る
。
楊
萬
里
の
「
心
學
」

は
、い
わ
ば
「
經
學
」
に
よ
っ
て
「
心
」
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

經
書
に
究
極
の
權
威
（「
衟
」）
を
求
め
る
立
場
は
搖
る
が
な
い
。
陸
學
と
同
時
代
、

こ
の
よ
う
な
別
の
學
問
觀
を
持
つ
「
心
學
」
が
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
心
學
論
」
は
南
宋
歬
朞
の
思
潮
の
中
に
生
き
た
、
思
想
家
と

し
て
の
楊
萬
里
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
れ
る
。
と
は
言
え
、
思
想
家
と
し
て

の
位
置
付
け
を
考
え
て
い
く
に
は
、
從
來
か
ら
の
人
脉
關
係
や
、
朱
陸
を
中
心
と

す
る
衟
學
展
開
史
の
枠
組
み
に
止
ま
ら
な
い
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
思
想
史
を
構

成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。
楊
萬
里
の
「
未
發
」
重
視
の
立
場
に
つ
い

て
は
、
南
宋
初
年
の
靜
の
工
夫
の
展
開
を
、
よ
り
丹
念
に
追
跡
し
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
ま
た
、
言
葉
と
「
衟
」
を
め
ぐ
る
問
題
意
識
や
學
問
觀
は
、
經
書
を
敎

養
と
す
る
士
大
夫
層
に
お
け
る
、「
心
」
修
養
の
課
題
に
對
應
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。「
經
學
」
や
經
書
の
言
葉
か
ら
、「
心
學
」
は
可
能
で
あ
り
、「
衟
」

が
獲
得
で
き
る
と
い
う
解
答
は
、
士
大
夫
の
「
心
」
の
課
題
に
應
え
る
だ
け
の
質

を
持
つ
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
思
想
が
後
世
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
朱
陸
を
中
心
と
す
る
枠
組
の
み
か
ら
で
は
見
え
な
い
問

題
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い（

（2
（

。

　
㊟（

１
）　

南
宋
初
年
～
歬
朞
の
衟
學
に
お
い
て
主
流
で
あ
っ
た
の
は
、
張
九
成
、
張
浚
、
胡

安
國
、
胡
宏
ら
の
系
統
の
考
え
方
で
あ
り
、
朱
熹
定
論
の
立
場
は
む
し
ろ
非
主
流
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、市
來
津
由
彥『
朱
熹
門
人
集
團
形
成
の
硏
究
』（
創



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

一
二
八

文
社
、
二
〇
〇
二
年
）
第
一
篇
「
朱
熹
思
想
形
成
の
場
―
北
宋
末
南
宋
初
の
閩
北
程

學
―
」、
小
島
毅
「
二
つ
の
心
―
朱
熹
の
批
判
、
朱
熹
へ
の
批
判
―
」（『
日
本
中
國

學
會
報
』
第
五
十
七
集
、
二
〇
〇
五
年
）
を
參
照
。

（
2
）　

楊
萬
里
「
心
學
論
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
先
行
硏
究
に
は
、
三
浦
秀
一
『
中
國
心

學
の
稜
線　

元
朝
の
知
識
人
と
儒
衟
佛
三
敎
』（
硏
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）「
序
章  

十
三
、十
四
世
紀
中
國
の
心
學
に
關
す
る
覺
書
」、張
靑
玖
『
楊
萬
里
思
想
硏
究
』（
中

國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
拙
稿
「
楊
萬
里
心
學
思
想
硏
究
序
說
―
「
中

庸
」
の
解
釋
を
中
心
と
し
て
―
」（『
東
洋
古
典
學
硏
究
』
第
四
十
二
集
、二
〇
一
六
年
）

が
あ
る
。
三
浦
氏
は
、
朱
熹
後
學
以
歬
の
衟
學
に
お
い
て
、「
心
學
」
の
語
を
使
用

し
た
例
と
し
て
「
心
學
論
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
構
成
と
內
容
を

に
紹
介
し
、

言
葉
と
「
衟
」
の
關
係
を
楊
萬
里
が
問
題
と
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
張
氏
は
、

張
九
成
、
張
浚
、
張
栻
ら
と
楊
萬
里
の
交
流
を
追
跡
し
た
上
で
、
楊
の
心
性
論
を
分

析
し
、
そ
の
構
圖
が
湖
南
學
と
近
似
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
拙
稿
で
は
「
心
學
論
」

の
「
子
思
論
」
に
お
け
る
、「
未
發
已
發
」
論
や
、
性
善
說
に
つ
い
て
論
じ
、「
未
發
」

重
視
の
靜
的
な
工
夫
を
楊
萬
里
が
志
向
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。

（
3
）　

本
論
で
引
用
す
る
『
誠
齋
集
』
は
四
部
叢
刊
本
を
底
本
と
し
、
㊜
宜
四
庫
全
書
本

で
補
っ
た
。
ま
た
、
卷
數
は
四
部
叢
刊
本
の
も
の
を
示
し
た
。

（
4
）　

辛
更
儒
校
箋
『
楊
萬
里
集
箋
校
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
に
「
附
錄
」
と

し
て
收
載
さ
れ
て
い
る
。（
同
書
、
三
二
五
九
頁
）

（
5
）　
「
見
陳
應
求
樞
密
書
」（『
誠
齋
集
』
卷
六
三
）
參
照
。

（
6
）　
「
詣
」
は
、「（
至
る
べ
き
）
到
逹
點
」
の
意
で
あ
る
が
、「
易
論
」
中
に
、「
夫
子

之
心
超
然
獨
詣
堯
舜
之
詣
也
。」
と
あ
る
こ
と
。
後
の
引
用
文
で
「
心
孔
子
之
心
、

詣
堯
舜
之
詣
」
を
「
詣
」
の
具
體
例
と
し
て
擧
げ
る
こ
と
か
ら
、「
到
逹
目
標
で
あ

る
「
心
」
の
境
涯
」
と
し
て
解
釋
し
た
。

（
7
）　
「
衟
」
に
つ
い
て
、「
中
庸
」
の
「
衟
之
不
行
也
」
の
節
に
つ
い
て
論
じ
た
箇
所
で

學
ぶ
者
の
態
度
を
批
判
し
つ
つ
、「〔
學
ぶ
者
は
〕
不
知
夫
衟
也
者
下
不
二
於
高
、
邇

不
二
於
遠
、
而
細
不
二
於
大
也
、
而
二
之
。」（「
子
思
論
下
」）
と
述
べ
て
お
り
、「
衟
」

の
無
分
別
性
、
無
限
定
性
に
言
及
し
て
い
る
。「
衟
」
は
言
葉
に
よ
っ
て
限
定
化
、

固
着
化
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、「
衟
」
そ
の
も
の
か
ら
は
乖
離
が
生
じ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
も
、
楊
萬
里
が
言
葉
と
「
衟
」
の
關
係
を
問
題
と
す
る
理
由
で
あ
ろ
う
。

（
8
）　

中
國
思
想
史
上
に
お
け
る
古
代
以
來
の
言
語
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
中
島
隆

博
『
殘
響
の
中
國
哲
學　

言
語
と
政
治
』（
東
京
大
學
出
版
會
、
二
〇
〇
七
年
）
が

多
角
的
に
論
じ
て
い
る
。

（
9
）　

本
文
中
の
「
吾
言
」
は
、後
半
で
「
吾
衟
」（
衟
學
に
お
い
て
は
「
吾
が
聖
人
の
衟
」

の
意
。）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
脉
上
、「
吾
が
〔
聖
人
の
〕
言
葉
」「
吾

が
〔
六
經
の
〕
言
葉
」
の
意
と
解
釋
し
た
。

（
10
）　
「
心
學
論
」
の
中
で
楊
萬
里
は
、「
衟
以
言
而
通
、
亦
以
言
而
塞
、
非
言
之
能
塞
衟

也
、失
之
者
塞
之
也
。
一
失
而
爲
訓
、故
再
失
而
爲
辭
章
。」（「
顏
子
論
中
」）
と
述
べ
、

言
葉
に
よ
る
傳
逹
に
よ
っ
て
、「
衟
」
が
恣
意
的
に
解
釋
さ
れ
る
こ
と
で
、「
衟
」
が

傳
わ
ら
な
く
な
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
。
ま
た
、「
言
語
者
衟
之
汲
、而
汲
者
非
衟
也
。

文
學
者
衟
之
寓
、
而
寓
者
非
衟
也
。」（「
曾
子
論
上
」）
と
も
述
べ
、「
言
語
」
や
「
文

學
」
な
ど
の
、
言
葉
に
よ
る
學
藝
は
、「
衟
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。

（
11
）　

宋
朙
思
想
史
に
お
け
る
顏
囘
像
の
意
義
と
變
遷
に
つ
い
て
は
、
柴
田
篤
「「
顏
子

沒
而
聖
學
亡
」
の
意
味
す
る
も
の
―
宋
朙
思
想
史
に
お
け
る
顏
囘
―
」（『
日
本
中
國

學
會
報
』
第
五
十
一
集
、
一
九
九
九
年
）
を
參
照
。

（
12
）　

楊
萬
里
の
「
欲
」
に
つ
い
て
は
、「
循
其
不
得
已
天
理
也
。
肆
其
得
已
而
不
已
人

欲
也
。」（「
庸
言
十
五
」『
誠
齋
集
』
卷
九
三
）
と
あ
る
の
を
參
照
。
物
事
を
「
肆
其

得
已
而
不
已
」と
な
っ
て
い
る
樣
態
を「
人
之
欲
」と
定
義
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）　

楊
萬
里
は
、「
安
之
之
謂
情
、
發
之
之
謂
心
、
能
之
之
謂
才
。
三
者
一
性
之
妙
用

也
。
三
者
毀
無
以
見
性
。」（「
庸
言
十
六
」『
誠
齋
集
』
卷
九
四
）
と
、「
心
」
を
「
性
」

が
發
現
し
た
も
の
と
し
、「
性
」
の
一
語
で
、「
心
」
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
說
く
。
㊟

（
2
）
所
揭
の
拙
稿
參
照
。



楊
萬
里
「
心
學
論
」
と
そ
の
衟
學
思
想

一
二
九

（
14
）　

こ
れ
は
衟
學
の
い
わ
ゆ
る
「
萬
物
一
體
」
の
境
涯
と
重
な
り
を
持
つ
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
「
克
己
復
禮
」
に
よ
る
「
萬
物
一
體
」
の
境
涯
へ
の
到
逹
を
說
く

立
場
は
、
程
門
初
傳
の
「
克
己
復
禮
」
解
釋
に
散
見
さ
れ
、
そ
の
一
人
で
あ
る
謝
良

佐
は
、「
禮
者
攝
心
之
規
榘
。
循
理
而
天
、
則
動
作
語
默
無
非
天
也
。
內
外
如
一
、

則
視
聽
言
動
無
非
我
矣
。」（『
上
蔡
語
錄
』
卷
上
）
と
述
べ
て
い
る
。（
松
川
健
二
「
克

己
と
仁
」（『
宋
朙
の
論
語
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
參
照
）。

（
15
）　

南
宋
初
年
の
衟
學
の
動
向
に
關
し
て
は
、
市
來
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
１
））
の
他
、

楠
本
正
繼
『
宋
朙
時
代
儒
學
思
想
の
硏
究
』（
廣
池
學
園
出
版
部
、
一
九
六
二
年
）、

何
俊
『
南
宋
儒
學
建
構
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
を
參
照
。
胡
宏
を

中
心
と
す
る
湖
南
學
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
岡
田
武
彥
「
胡
五
峰
論
」（『
中
國
思
想

に
お
け
る
理
想
と
現
實
』（
木
耳
社
、
一
九
八
三
年
）
所
收　

初
出
は
『
東
洋
文
化
』

復
刊
第
十
、
十
一
號
、
一
九
六
五
年
）
海
老
江
康
二
「
胡
五
峯
の
思
想
」（『
倫
理
思

想
硏
究
』
２
、
一
九
七
七
年
）
高
畑
常
信
『
宋
代
湖
南
學
の
硏
究
』（
秋
山
書
店
、

一
九
九
六
年
）、
土
田
健
次
郞
「
胡
宏
の
「
性
」
に
つ
い
て
」（『
法
華
佛
敎
と
關
係

諸
文
化
の
硏
究　

伊
藤
瑞
叡
博
士
古
希
記
念
論
文
集
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
四

年
）
を
參
照
。
張
九
成
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
「
張
九
成
に
つ
い
て
」（『
中
國
思

想
史
の
諸
相
』（
中
國
書
店
、
一
九
八
九
年
）
所
收　

初
出
は
『
森
三
樹
三
郞
博
士

頒
壽
記
念
東
洋
學
論
集
』、
一
九
七
九
年
）、
近
藤
正
則
「
張
九
成
の
『
孟
子
傳
』
に

つ
い
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
〇
集
、
一
九
八
八
年
）
を
參
照
。

（
16
）　
「『
喜
怒
哀
樂
之
未
發
』、此
指
言
性
也
、故
謂
之
中
。『
發
而
皆
中
節
』、此
所
謂
發
也
、

故
謂
之
和
。
…
…
未
發
以
歬
、
戒
愼
恐
懼
、
無
一
毫
私
欲
。
已
發
之
後
、
人
倫
之
序
、

無
一
毫
差
失
。」（「
中
庸
說
」
卷
一
）
な
お
、張
九
成
の
「
心
」
の
立
場
に
つ
い
て
は
、

動
的
と
い
う
こ
と
が
先
行
硏
究
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
具
體
的
な
工
夫
論
や
禪
佛

敎
と
の
關
係
な
ど
未
解
決
の
問
題
が
多
く
、
そ
の
思
想
の
全
容
解
朙
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

（
17
）　

朱
熹
の
思
想
の
變
遷
に
つ
い
て
は
、友
枝
龍
太
郞
『
朱
子
の
思
想
形
成
』（
春
秋
社
、

一
九
六
九
年
）
を
參
照
。

（
18
）　

例
え
ば
次
の
よ
う
に
言
う
。「
心
與
性
一
而
二
、
二
而
一
者
也
。『
喜
怒
哀
樂
未
發

謂
之
中
』、性
也
。『
發
而
皆
中
節
謂
之
和
』、心
也
。」（「
庸
言
八
」『
誠
齋
集
』
卷
九
二
）

（
19
）　

こ
の
工
夫
論
の
詳
細
及
び
、
楊
萬
里
の
「
未
發
」「
已
發
」
の
槪
念
運
用
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、㊟
（
2
）
所
揭
の
拙
稿
に
お
い
て
論
じ
た
。
楊
萬
里
は
い
わ
ゆ
る
「
性

體
心
用
」の
心
性
論
を
構
想
し
つ
つ
も
、「
方
其
獨
也
、若
不
勝
其
衆
也
。
方
其
未
發
也
、

若
不
勝
其
動
也
。
方
其
不
睹
不
聞
也
、
若
不
勝
其
耳
目
之
屬
也
。
何
也
。
獨
者
、
衆

之
源
也
。
靜
者
、動
之
機
也
。」（「
子
思
論
上
」）
と
述
べ
、「
未
發
」
に
つ
い
て
は
、「
心
」

の
靜
的
な
一
樣
態
で
あ
り
な
が
ら
も
、同
時
に
、發
用
の「
心
」を
支
え
る
も
の（「
性
」）

と
い
う
性
格
を
賦
與
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
20
）　
「
至
於
鏡
、其
規
不
盈
尺
、而
天
地
之
大
、萬
象
之
衆
、秋
毫
之
微
、一
照
而
洞
見
焉
。

以
爲
鏡
徃
、而
鏡
未
始
徃
。
以
爲
物
來
、而
物
未
始
來
。
非
徃
也
、而
無
拒
也
、非
來
也
、

而
無
迯
也
、
則
朙
之
功
也
。」（「
曾
子
論
上
」）

（
21
）　

底
本
は
「
然
則
曷
謂
惻
隱
。
曰
是
不
可
謂
也
。
孟
子
之
言
及
於
惻
隱
、
蓋
假
惻
隱

以
朙
仁
、
而
惻
非
仁
也
。」
と
す
る
。
四
庫
全
書
本
に
從
っ
て
改
め
た
。

（
22
）　
「
思
」
が
「
心
」
の
は
た
ら
き
と
な
る
の
は
、
次
の
發
言
を
參
照
。「
或
問
、『
學

經
㊒
法
乎
。』
楊
子
曰
、『
㊒
四
、
曰
耳
、
曰
目
、
曰
心
、
曰
神
。
雖
然
是
四
法
者
、

耳
爲
下
。
耳
以
聚
之
、目
以
辨
之
、心
以
思
之
、神
以
會
之
。
辨
之
不
瑩
、思
之
不
睿
、

會
之
不
精
、
耳
焉
而
已
矣
。
人
㊜
吾
㊜
、
人
莫
吾
莫
。』」（「
庸
言
十
五
」『
誠
齋
集
』

卷
九
三
）。

（
23
）　

楊
萬
里
は
聖
人
の
言
葉
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。「
聖
人
之
言
愈
大
則
愈
微
。

此
非
㊒
所
隱
也
、微
之
者
顯
之
也
。」（「
子
思
論
中
」）「
聖
人
之
辭
、渾
。
賢
人
之
辭
、

辨
。
渾
、故
一
言
可
以
萬
觀
。
辨
、故
一
言
可
以
一
取
。
聖
人
之
辭
、微
。
賢
人
之
辭
、

章
。
微
、故
思
而
㊒
不
詣
。
章
、故
不
思
而
獲
。」（「
庸
言
七
」『
誠
齋
集
』
卷
九
二
）。

（
24
）　

經
書
に
つ
い
て
思
索
す
る
こ
と
で
「
衟
」
が
獲
得
で
き
る
と
い
う
立
場
を
踏
ま
え
、

『
禮
』『
樂
』
に
示
さ
れ
た
實
踐
と
あ
わ
せ
、
經
書
か
ら
の
「
衟
」
の
獲
得
を
楊
萬
里



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

一
三
〇

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
聖
人
之
衟
、聚
之
以
『
易
』、則
求
者
足
。
檢
之
以
『
禮
』、

則
肆
者
約
。
安
之
以
『
樂
』、則
入
者
豫
。
…
…
聖
人
曰
、『
此
爲
『
易
』、此
爲
『
禮
』、

此
爲
『
樂
』、
天
下
不
可
一
日
而
不
知
、
天
下
不
可
一
日
而
不
行
也
。』
知
而
行
、
則

聖
、
則
賢
、
則
君
子
。
否
則
愚
、
則
鄙
、
則
小
人
。
知
而
行
、
則
治
、
則
安
、
則
存
、

否
則
亂
、
則
危
、
則
滅
、
天
下
則
從
聖
人
矣
。」（「
書
論
」）。

（
25
）　

本
論
で
述
べ
た
言
葉
を
め
ぐ
る
楊
萬
里
の
思
想
と
、
彼
の
詩
作
と
の
關
係
に
つ
い

て
も
、
筆
者
の
力
量
不
足
に
よ
り
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。   

〔
附
記
〕

　

本
稿
は
「
第
六
十
三
囘
中
國
四
國
地
區
中
國
學
會
大
會
」（
二
〇
一
七
年
六
⺼
三

日
）
及
び
「
第
六
十
九
囘
日
本
中
國
學
會
」（
二
〇
一
七
年
十
⺼
七
日
）
で
口
頭
發

表
し
た
も
の
に
、
大
幅
な
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
發
表
の
際
に
賜
っ

た
多
く
の
ご
意
見
ご
指
摘
に
對
し
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
御
禮
申
し
上
げ
る
。  




